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　出雲観光におけるストレス対策としてのヘルスツーリズムの可能性を検
討した。ヘルスツーリズム商品化には , 単に医療のみだけでなく , 観光 , 経
営の部分の比重も大きい。ツアーのメニューの内容次第では十分にヘルス
ツアーとして成立し , メンタルヘルス増進を打ち出すことなどにより , 観光
客の増加につながる可能性がある。
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Ⅰ．はじめに
ヘルスツーリズムは「健康・未病・病気の方，
また老人・成人から子どもまですべての人々に
対し，科学的根拠に基づく健康増進を理念に，
旅をきっかけに健康増進・維持・回復・疾病予
防に寄与する」ものと定義されている（日本ヘ
ルスツーリズム振興機構，2017a）。
現在のヘルスツーリズムに似た旅行スタイル
は古くは湯治という形で行われてきた。例えば
鎌倉中期の浜脇温泉（別府市）には大友頼康に
よって温泉奉行が置かれ，別府温泉の楠温泉に
は元寇の役の戦傷者が保養に来たという記録が
残っている。また「出雲国風土記」では，川辺に
湧く「出湯」（現在の玉造温泉）が病気を治癒し
てくれる「神湯」と評され，当地の老若男女はこ
ぞって利用していたことが記されている。ただ
効能が認知されていたというよりは，効験あら
たかな湯と考えられていたようだ。
しかし，現代においてもヘルスツーリズムの
健康への効果に関する研究は未だ十分とは言え
ないが，ストレス解消やメンタルヘルスなどと
概　　要
の関係で多くの取り組みが既に実施されている
（日本ヘルスツーリズム振興機構，2017b）。
大学などがヘルスツーリズムの健康への効果
の科学的検証をし，それまである地域資源を活
用できるならば，地域活性化には大きな役割を
果たすものと思われる。
Ⅱ．島根県立大学出雲キャンパス
でのヘルスツーリズム研究
島根県立大学出雲キャンパスでは 2016 年よ
り学内にヘルスツーリズム研究会を立ち上げ，
様々なチームを編成しそれぞれ健康と旅行との
関連について研究してきている。例えば，「糖
尿病患者のためのヘルスツアー」「ロコモ予防
のためのツアー」「エゴマ収穫体験ツアー」な
ど，地域のニーズを把握しつつ健康面からの考
察を加え多くの企画をしている（藤田，2017a） 
（藤田，2018） （藤田，2017b） （小田，2017） （林，
2017）。
また，その成果を平成 29 年 11 月 3 日，4 日
に開催された「いずも産業未来博 2017」におい
て紹介展示した（図 1，2）。
島根県立大学出雲キャンパス
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図 1　「いずも産業未来博 2017」出展の様子 図 2　「いずも産業未来博 2017」出展の企業と本学との共同開発品
図 3 　出雲地域の観光客。（平成 27 年島根県観光動態調査結果による）
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今後，市内旅行会社，市内観光関係者などを
中心に折衝していく予定であるが，実際の旅行
商品化までにはいくつかのハードルをクリアす
る必要がある。
ヘルスツーリズムで期待されるのは，まさに
行動変容であり，旅に出れば誰もが規則正しく
起き，しっかりと朝食をとり，観光地を巡って
適度な運動をする（髙橋，2016）。旅行という非
日常に身を置くことで，自己効力感が高まり，
健康な生活への行動変容を起こすことが割と容
易になるからである（髙橋，2016）。
Ⅲ．リラックス効果を検証した
「出雲大社参拝ツアーの新た
な魅力作り」
出雲地域の観光客は，出雲大社の「平成の大
遷宮」や，広島県三次市と松江市を結ぶ松江自
動車道の全線開通などにて観光客の増加が見ら
れたもののその後徐々に減少傾向にある（図 3）。
今回われわれは，図 4 に示すように，日頃ス
トレスを強く感じている人を対象に，出雲大社
早朝参拝，稲佐の浜でのヨガ，温泉浴，マコモ
ダケ，雑穀を使用した薬膳料理，瞑想，医療面談
等の 1 泊 2 日の体験をしてもらうヘルスツアー
の科学的検証を行った（藤田，2017b）。アンケー
ト調査以外の例えば自律神経機能活動や唾液で
その人のストレス度を測定するなどの科学的検
証を行うことで従来のツアーに付加価値を付け
ようというものである。その結果，参加者のツ
アー前のネガティブな感情がポジティブな感情
に変わり，また自律神経機能活動も活性化し，
自律神経のバランスが大きく改善していた（藤
田，2017b）。
これらのことをエビデンスとして，図 5 に示
すように，地元ホテル・旅館経営の方々など出
雲商工会観光部会は本学との月 1 回の討論会を
開催し，来年度には実際の旅行商品化を目指し
ている。
図４　実証実験の様子。上から順に稲佐の浜でのヨガ，
　　　出雲大社早朝参拝 , 瞑想の様子。
図 5　出雲商工会観光部会との意見交換会
図 6  出雲大社の外国人観光客
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IV．インバウンドの問題
2015 年に日本を訪れる外国人が 45 年ぶりに
日本人出国者数を上回り，また日本政府は 2020
年に訪日外国人旅行客数の目標を 4000 万人と
掲げるなど，昨今のインバウンドの増加は，目
覚ましい。
2016 年の島根県の外国人宿泊者数は約 5 万 8
千人で，前年比で 3 割増えた一方，都道府県別
では 46 位にとどまっている（毎日新聞，2017）。
実際に出雲でも外国人観光客が増えつつあ
り，昨年に出雲市を訪れた観光客数は前年より
４％減少したが，外国人宿泊者数は 6144 人と
27％も増加している。実際に図 6 に示すような
アジア系の外国人観光客を見る機会も多くなっ
た。
そのためわれわれも，市内の旅行会社と提携
してヘルスツーリズムに関しての外国人向けの
ホームページ・パンフレット・ビデオも作成す
る必要がある。インターネット（スマートフォ
ン・パソコン・タブレット）上に旅行情報を出
していくことは重要である。
V．出雲におけるメディカル
ツーリズムの可能性
メディカルツーリズムとは，治療や手術，検
診など医療を目的にした観光交流をさす。　
近年，アジア近隣諸国では，医療を国家の観
光資源として捉え，医療を受けに来訪する国際
医療患者（メディカルツーリスト）を，国策とし
て積極的に取り込んでいる。
国内の医療ツーリズムの市場規模は 2020 年
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図 7 　JCI（Joint Commission International）認証医療機関数（アジア）. （2016 年 12 月現在）
（出典：http://www.medical-tourism.or.jp/jci_list/）
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には約 5，500 億円と推計されている。さらに経
済波及効果は約 2，800 億円と予測されている。
しかし，国際的に医療の質と患者の安全性を
審査する JCI（Joint Commission International）
の認証は，図 7 に示すようにわが国ではまだ少
ない。
日本病院会が 2015 年 10 月に発表した「平
成 27 年医療の国際展開に関する現状調査結果
報告書」によれば，患者の主な出身国は中国 
76.2％，韓国 45.6％，アメリカ 43.0％，フィリ
ピン 38.3％，それに対して医療機関として対応
できる言語は英語 88.5％，中国語 27.6％，韓国
語 12.9％と，患者数の多い中国語・韓国語に対
応できる病院はまだまだ少ないのが現状である
（日本病院会「国際医療推進委員会」，2015）。
医療ツーリズムに参加する旅行者は，一般の
旅行者に比べて観光消費額が高く，21 世紀の国
際観光（インバウンド）に欠かせないキーワー
ドに位置付けられている。高度な医療技術やホ
スピタリティ，ホテルのように豪華な病院施設
と最新鋭の医療機器をもって世界の富裕層を対
象にしているのが特徴で，医療ハブ（メディカ
ル・ハブ）をめざす動きも他国では著しい。
出雲市内には PET，MRI などの装置が整っ
ている病院や施設もあり，因幡の白ウサギ伝説
の残る医療の発祥の地としてのストーリー性も
加えて，観光と検診を組み合わせたメディカル
ツーリズムの企画が成り立つ可能性はあると思
われる。
ただ従来のメディカルツーリズムでの経験で
は外国人患者が健診の目的や内容を十分に理
解してもらうこと，言葉の壁を解決することな
どハードルは高いとされている（経済産業省，
2017）。
VI．おわりに
国民の健康志向，旅の個人旅行化に伴い，ヘ
ルスツーリズムへの期待が最近徐々に高まって
いる。また 2015 年 12 月より，労働者がメンタ
ルヘルス不調になることを未然に防止すること
を主な目的としたストレスチェック制度も開始
されたので，健康経営の観点からもヘルスツー
リズムは企画次第では大きな発展が期待できる
（野村，2017）。
ヘルスツーリズム商品化には，単に医療のみ
だけでなく，観光，経営の部分の比重も大きい。
そこで島根県立大学としての強みである観光，
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医療，経営の 3 分野を併せて，ヘルスツーリズ
ムを企画し，実際に旅行商品化を目指していく
ことが重要と思われる。
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